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六
月
三
十
日
、
中
条
町
・
黒
川
村
任
意
合
併
協
議
会
の

第
７
回
会
議
を
中
条
町
産
業
文
化
会
館
で
開
催
し
ま
し
た
。�

　
会
議
で
は
、
新
市
名
称
の
公
募
結
果
に
つ
い
て
報
告
さ

れ
、
応
募
数
上
位
に
よ
り
名
称
候
補
５
点
が
出
揃
い
ま
し

た
。
今
後
、
協
議
会
で
選
定
方
法
を
決
め
た
後
、
新
市
名

に
つ
い
て
決
定
す
る
予
定
で
す
。�

　
検
討
が
進
め
ら
れ
て
き
た
新
市
将
来
構
想
に
つ
い
て
は
、

今
回
原
案
が
示
さ
れ
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
。�

　
ま
た
、
行
政
制
度
調
整
に
つ
い
て
は
、
行
政
区
の
取
扱

い
や
上
下
水
道
事
業
に
関
す
る
こ
と
な
ど
全
十
五
議
案
に

つ
い
て
議
論
さ
れ
ま
し
た
。�

新
市
名
称
候
補
５
点
出
揃
う�

公募結果詳細については６，７頁をご覧ください。�

・
胎
　
内
　
市�

た
い
　
　
　
な
い�

・
両
町
村
の
中
央
を
流
れ
る
胎
内
川
は
、
自
然
を
育
み
、
地
域
の
産�

　
業
の
発
展
に
か
か
せ
な
い
存
在
で
あ
り
、
地
域
の
象
徴
で
あ
る
。�

・
胎
内
ス
キ
ー
場
や
胎
内
パ
ー
ク
ホ
テ
ル
な
ど
全
国
的
な
知
名
度
が�

　
あ
る
。�

・
中
　
条
　
市�

な
か
　
　
じ
ょ
う�

・
中
世
奥
山
荘
の
時
代
か
ら
今
日
ま
で
使
用
さ
れ
、
歴
史
的
由
来
が�

　
は
っ
き
り
し
て
い
る
。�

・
駅
名
や
高
速
道
路
の
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
名
な
ど
生
活
・
産
業
の�

　
面
か
ら
定
着
し
、
親
し
ま
れ
て
い
る
。�

・
櫛
　
形
　
市�

く
し
　
　
　
が
た�

・
両
町
村
に
連
な
り
、
「
日
本
で
一
番
小
さ
い
山
脈
」
と
し
て
特
徴�

　
的
で
知
名
度
が
あ
る
。�

・
た
い
な
い
市�

・
「
胎
内
」
と
同
様
だ
が
、
新
鮮
さ
や
親
し
み
や
す
さ
を
考
慮
し
、�

　
ひ
ら
が
な
で
表
記
。�

・
鳥
　
坂
　
市�

と
っ
　
　
　
さ
か�

・
板
額
御
前
が
活
躍
し
た
歴
史
的
に
も
有
名
な
山
で
あ
り
、
両
町
村�

　
の
人
々
が
幼
少
よ
り
登
山
し
、
親
し
み
が
あ
る
。�

新
市
名
称
候
補�

主
な
命
名
の
意
味
又
は
理
由�
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◇
認
定
第
一
号�

「
平
成
十
五
年
度
中
条
町
・
黒
川
村
任
意

合
併
協
議
会
の
歳
入
歳
出
決
算
に
つ
い
て
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
認
定
）�

　
平
成
十
五
年
度
の
歳
入
歳
出
決
算
に
つ

い
て
提
案
さ
れ
、
原
案
ど
お
り
認
定
さ
れ

ま
し
た
。�

　
主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。�

���������������

◇
承
認
第
八
号�

「
平
成
十
六
年
度
中
条
町
・
黒
川
村
任
意

合
併
協
議
会
補
正
予
算
（
第
一
号
）
に
つ

い
て
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
承
認
）�

　
平
成
十
六
年
度
予
算
に
つ
い
て
は
、
歳

入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
５，

０
３
２
千
円
を
追

加
し
、
総
額
を
１
６，

９
６
５
千
円
と
す

る
こ
と
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。�

�

◇
承
認
第
九
号�

「
新
市
将
来
構
想
に
つ
い
て
」
（
承
認
）�

　
一
体
的
な
地
域
を
想
定
し
た
場
合
の
新

市
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
と
、
新
市
が
目
指
す
べ

き
方
向
性
を
示
し
た
「
新
市
将
来
構
想
」

に
つ
い
て
承
認
さ
れ
ま
し
た
。�

�������������������

　
議
案
第
二
十
三
号
か
ら
第
三
十
二
号
及

び
第
三
十
六
号
に
つ
い
て
は
、
次
の
と
お

り
確
認
さ
れ
ま
し
た
。�

◇
議
案
第
二
十
三
号�

「
町
名
・
大
字
名
の
取
扱
い
に
つ
い
て
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
確
認
）�

・
両
町
村
の
区
域
内
の
町
名
及
び
字
名
は

　
現
行
の
と
お
り
。
大
字
名
に
つ
い
て
は
、

　
原
則
と
し
て
大
字
の
字
句
の
み
を
削
除

　
し
た
現
行
の
地
名
（
大
字
名
）
を
表
示

　
す
る
。
た
だ
し
、
地
域
住
民
の
意
向
調

　
査
に
よ
り
、
大
字
名
、
境
界
等
の
変
更

　
を
要
望
す
る
地
域
に
つ
い
て
は
、
合
併

　
後
時
期
を
定
め
て
、
こ
れ
を
実
施
す
る
。�

第
７
回
協
議
内
容�

　
合
併
し
た
場
合
の
ま
ち
づ
く
り
の
方
向
を

示
す
も
の
で
、
こ
の
構
想
に
基
づ
き
、
新
市

の
施
策
や
事
業
、
財
政
計
画
が
策
定
さ
れ
ま

す
。�

��

　
人
々
の
生
活
に
密
着
し
た
環
境
と
空
間
の

質
の
面
を
重
視
し
た
、
う
る
お
い
、
住
み
心

地
、
に
ぎ
わ
い
な
ど
の
言
葉
に
象
徴
さ
れ
る

概
念
。
美
し
い
街
並
み
や
景
観
だ
け
で
な
く
、

都
市
の
自
然
や
施
設
、
文
化
や
歴
史
な
ど
総

合
的
な
環
境
の
快
適
を
意
味
し
ま
す
。�

��

　
普
通
公
共
団
体
及
び
特
別
区
は
、
そ
の
事

務
の
一
部
を
共
同
処
理
す
る
た
め
に
設
け
る

地
方
公
共
団
体
の
組
合
を
一
部
事
務
組
合
と

い
い
ま
す
。
主
に
、
消
防
、
ご
み
処
理
、
病

院
等
の
市
町
村
の
区
域
を
越
え
た
広
域
的
な

事
務
処
理
に
活
用
さ
れ
ま
す
。�

��

　
農
協
、
漁
協
、
生
協
、
商
工
会
議
所
等
の

産
業
経
済
団
体
、
老
人
ホ
ー
ム
、
育
児
院
、

赤
十
字
社
等
の
厚
生
社
会
事
業
団
体
、
青
年

団
、
婦
人
会
、
教
育
会
等
の
文
化
事
業
団
体

等
い
や
し
く
も
公
共
的
な
活
動
を
営
む
も
の

は
全
て
こ
れ
に
含
ま
れ
、
法
人
た
る
と
否
と

を
問
わ
な
い
も
の
を
い
い
ま
す
。�

ア
メ
ニ
テ
ィ�

新
市
将
来
構
想�

一
部
事
務
組
合�

公
共
的
団
体�

用
語
解
説

用
語
解
説�

用
語
解
説

用
語
解
説�

用
語
解
説
⑥
⑴

町
名
の
取
扱
い�

（
例
）北
蒲
原
郡
中
条
町
本
町
↓
○
○
市
本
町�

大
字
名
の
取
扱
い�

（
例
）〃
　
中
条
町
大
字
柴
橋
↓
○
○
市
柴
橋�

　
　
〃
　
黒
川
村
大
字
東
牧
↓
○
○
市
東
牧�

　新市将来構想については、

コンパクトにまとめた概要

版を両町村の全世帯へ配布

する予定です。�

　また、協議会ホームペー

ジに全文を掲載しています

ので、ぜひごらんください。�

協議会ホームページＵＲＬ�
http://www.town.nakajo.�
　　　niigata.jp/gappei/

お知らせ

○歳入決算額　　　　　　　9,250,008円�
　　　負担金　　　　　　　　　　8,250,000円�

　　　県補助金　　　　　　　　　1,000,000円�

　　　預金利子　　　　　　　　　　　　　8円�

○歳出決算額　　　　　　　4,117,817円�
　　　会議費　　　　　　　　　　1,228,851円�

 　　　　　　　　　　　　　　　（協議会等の開催経費）�

　　　事務費　　　　　　　　　　1,519,166円�

 　　　　　　　　　　（事務所管理や臨時職員経費など）�

　　　事業費　　　　　　　　　　1,369,800円�

 　　　　　　　（協議会だよりの発行や業務委託料など）�

○平成16年度への繰越額　　5,132,191円�

新
市
の
将
来
像�

�『
自
然
が
活
き
る
、
人
が
輝
く
、�

　
　
　
　
　
　
　
　
交
流
の
ま
ち
』�

　
〜
自
然
共
生
型
ア
メ
ニ
テ
ィ
都
市�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を
目
指
し
て
〜�

�

新
市
建
設
の
４
つ
の
基
本
目
標�

� 

１ 

自
然
と
文
化
を
大
切
に
し
、
未

　

来
を
創
造
す
る
ま
ち�

 

２ 

住
む
人
が
安
心
・
快
適
に
暮
ら

　

せ
る
や
さ
し
い
ま
ち�

 

３ 

活
力
と
希
望
を
生
み
、
交
流
を

　

育
む
ま
ち�

 

４ 

新
し
い
改
革
に
も
柔
軟
に
対
応

　

で
き
る
行
政
を
推
進
す
る
ま
ち�
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◇
議
案
第
二
十
四
号�

「
行
政
区
名
の
取
扱
い
に
つ
い
て
」�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
確
認
）�

・
行
政
区
の
区
域
、
名
称
に
つ
い
て
は
、

　
原
則
現
行
の
と
お
り
。
た
だ
し
、
地
域

　
住
民
の
意
向
調
査
に
よ
り
、
合
併
を
契

　
機
に
行
政
区
の
統
合
、
名
称
の
変
更
、

　
住
所
と
の
統
一
等
を
要
望
す
る
行
政
区

　
に
つ
い
て
は
、
合
併
後
こ
れ
を
実
施
す

　
る
。�

�

◇
議
案
第
二
十
五
号�

「
慣
行
の
取
扱
い
に
つ
い
て
」
（
確
認
）�

・
「
町
・
村
章
」
に
つ
い
て
は
、
合
併
時

　
に
新
規
に
構
築
す
る
。�

・
「
町
・
村
民
憲
章
・
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー

　
ズ
」、「
町
・
村
の
木
」、「
町
・
村
の
花
」、

　
「
町
・
村
の
鳥
」
に
つ
い
て
は
、
合
併

　
後
、
新
規
に
構
築
す
る
。�

・
都
市
宣
言
に
つ
い
て
は
、
中
条
町
の
例

　
を
も
と
に
、
新
市
に
お
い
て
検
討
す
る
。�

�

◇
議
案
第
二
十
六
号�

「
一
部
事
務
組
合
等
の
取
扱
い
に
つ
い
て
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
確
認
）�

・
合
併
の
前
日
を
も
っ
て
当
該
組
合
か
ら

　
脱
退
し
、
新
市
に
お
い
て
当
該
組
合
若

　
し
く
は
当
該
組
合
を
継
承
す
る
組
合
等

　
に
継
続
し
て
加
入
す
る
。�

�

◇
議
案
第
二
十
七
号�

「
公
共
的
団
体
等
の
取
扱
い
に
つ
い
て
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
確
認
）�

・
公
共
的
団
体
に
つ
い
て
は
、
新
市
の
速

　
や
か
な
一
体
性
を
確
立
す
る
た
め
、
そ

　
れ
ぞ
れ
の
実
情
を
尊
重
し
な
が
ら
、
次

　
の
と
お
り
調
整
に
努
め
る
も
の
と
す
る
。�

　
①
両
町
村
に
共
通
す
る
団
体
は
、
新
市

　
　
と
の
一
体
性
を
保
つ
た
め
、
で
き
る

　
　
限
り
合
併
時
に
統
合
で
き
る
よ
う
に

　
　
調
整
に
努
め
る
。�

　
②
両
町
村
に
共
通
す
る
団
体
で
、
統
合

　
　
に
時
間
の
要
す
る
団
体
は
、
将
来
の

　
　
統
合
に
向
け
検
討
が
進
め
ら
れ
る
よ

　
　
う
調
整
に
努
め
る
。�

　
③
独
自
の
目
的
を
持
っ
た
団
体
は
、
現

　
　
行
の
と
お
り
。�

�

慣行の取扱い�

両 町 村 の 行 政 区 �

町・村 章 �

町・村の木　松　　　　　 やまぼうし�

町・村の花　チューリップ　イイデリンドウ�

町・村の鳥　なし　　　　 ヤマセミ�

中条町� 黒川村�

平成16年４月１日現在�

行政区名�世帯数�行政区名�世帯数�行政区名�世帯数�行政区名�世帯数�行政区名�世帯数�行政区名�

行政区名�

世帯数�

表町�

水沢町�

新栄町�

大川町１�

大川町２�

大川町３�

大川町４�

本町１�

本町２�

本町３�

本町４�

西栄町１�

西栄町２�

西栄町３�

西栄町４�

北本町１�

北本町２�

東本町１�

東本町２�

東本町３�

東本町４�

東本町５�

東本町６�

東本町７�

１１５�

６�

１５８�

２６�

２０�

６１�

８１�

２８�

２３�

４５�

４１�

５４�

２５�

２８�

２４�

８１�

４０�

７２�

６２�

７４�

１７１�

６５�

１０１�

３３�

西本町１�

西本町２�

西本町３�

西本町４�

柴橋�

草野�

新舘�

鷹の巣�

西川内�

東川内�

八田�

寅田�

小舟戸�

船戸�

長橋�

つつじが丘�

つくし町�

関沢�

飯角�

半山�

鴨田�

上城塚�

下城塚�

城塚�

２５�

９５�

１４０�

３１�

１６０�

３０�

３６�

１２�

９�

１７�

１５�

１０�

１７�

３５�

７９�

９０�

２０�

５２�

７６�

１５９�

７�

２０�

５�

１４�

塩津�

弥彦岡�

星の宮町１�

星の宮町２�

協和町・倉敷町�

本郷町�

あかね町�

西条町１�

西条町２�

赤川�

羽黒�

野中�

並槻�

追分�

仁谷野�

新和町�

住吉町�

若松町１�

若松町２�

若松町３�

二葉町１�

二葉町２�

乙�

桃崎浜�

２２�

２４�

２１６�

６１�

１８３�

１８７�

１１０�

２２８�

９８�

６７�

１７０�

５２�

７９�

７０�

１９�

１６�

１４４�

１９５�

１０３�

２６�

２４３�

５０�

２４５�

１８２�

荒井浜�

大出�

富岡�

江尻�

地本�

八幡�

高野�

土作�

横道�

平木田�

平木田駅前�

十二天�

小地谷�

山屋�

菅田�

日立�

高野茨島�

北成田�

宮川�

竹島�

苔の実�

高橋�

築地�

築地新�

１３７�

１２０�

６１�

１８�

１８�

７７�

６１�

３０�

６２�

５２�

１９１�

３４�

９�

２１�

８５�

５１�

１３�

４６�

３４�

４５�

１２８�

１００�

３０９�

３３�

下高田�

山王�

高畑�

宮瀬�

鴻の巣�

笹口浜�

中村浜�

村松浜�

日鉱�

黒川上町�

黒川中町�

黒川下町�

黒川南町�

西町１区�

西町２区�

北町�

下江端�

東牧�

近江新�

蔵王�

塩沢�

塩谷�

下館�

下赤谷�

６２�

４６�

１０５�

２３�

４２�

１３４�

５５�

２６７�

２７�

６７�

５５�

１０４�

６７�

１０９�

９１�

７７�

２５�

４９�

６８�

２０�

３７�

５１�

６７�

１２�

前山台�

坪穴�

栗木野新田�

夏井�

鼓岡�

坂井�

熱田坂�

宮久�

川合�

須巻�

下荒沢�

持倉�

黒俣�

大長谷�

小長谷�

鍬江�

７２�

５７�

２１�

４７�

８６�

９５�

４３�

５７�

１０�

２８�

１４�

４７�

１４�

３３�

１６�

６７�

中条町　　１０５�

黒川村　　　３１�

　計　　　１３６�
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◇
議
案
第
二
十
八
号�

「
各
種
事
務
事
業
の
取
扱
い
　
上
水
道
事

業
に
関
す
る
こ
と
に
つ
い
て
」
（
確
認
）�

①
上
（
簡
易
）
水
道
料
金�

・
基
本
料
金
、
超
過
料
金
に
つ
い
て
は
、

　
現
行
の
と
お
り
。
合
併
時
に
黒
川
村
の

　
臨
時
用
は
、
廃
止
す
る
。�

・
算
定
法
法
に
つ
い
て
は
、
合
併
後
黒
川

　
村
の
例
に
よ
り
統
一
す
る
。�

・
延
滞
金
に
つ
い
て
は
、
中
条
町
の
例
に

　
よ
る
。�

・
メ
ー
タ
ー
使
用
料
に
つ
い
て
は
現
行
の

　
と
お
り
。�

・
新
設
工
事
の
加
入
金
に
つ
い
て
は
、
合

　
併
時
に
中
条
町
の
例
に
よ
り
統
一
す
る
。�

・
改
造
工
事
の
加
入
金
に
つ
い
て
は
、
両

　
町
村
で
差
異
が
な
い
た
め
現
行
の
と
お

　
り
。�

・
工
事
検
査
手
数
料
・
道
路
占
用
書
類
作

　
成
手
数
料
に
つ
い
て
は
、
中
条
町
の
例

　
に
よ
る
。�

・
料
金
等
の
減
免
に
つ
い
て
は
、
両
町
村

　
の
例
に
よ
り
、
合
併
時
に
調
整
す
る
。�

②
水
源
施
設
の
維
持
管
理�

・
給
水
装
置
の
管
理
区
分
に
つ
い
て
は
、

　
黒
川
村
の
例
に
よ
る
。�

◇
議
案
第
二
十
九
号�

「
各
種
事
務
事
業
の
取
扱
い
　
下
水
道
事

業
に
関
す
る
こ
と
に
つ
い
て
」
（
確
認
）�

①
下
水
道
料
金
体
系�

・
中
条
町
の
下
水
道
料
金
、
受
益
者
負
担

　
金
等
に
つ
い
て
は
、
現
行
の
と
お
り
。�

②
農
業
集
落
排
水
料
金
体
系�

・
料
金
の
算
定
方
法
に
つ
い
て
は
、
両
町

　
村
で
差
異
が
な
い
た
め
現
行
の
と
お
り
。�

・
使
用
料
の
計
算
方
法
に
つ
い
て
は
、
現

　
行
の
と
お
り
と
し
、
合
併
後
、
黒
川
村

　
の
例
に
よ
り
統
一
す
る
。�

・
基
本
料
金
、
超
過
料
金
に
つ
い
て
は
、

　
現
行
の
と
お
り
。
平
成
二
十
年
度
を
目

　
途
に
検
討
す
る
。�

・
使
用
料
等
の
減
免
に
つ
い
て
は
、
両
町

　
村
で
差
異
が
な
い
た
め
現
行
の
と
お
り
。�

・
延
滞
金
、
督
促
、
滞
納
処
分
に
つ
い
て

　
は
、
中
条
町
の
例
に
よ
る
。�

・
負
担
金
額
算
定
方
法
に
つ
い
て
は
、
現

　
行
の
と
お
り
。
平
成
二
十
年
度
を
目
途

　
に
検
討
す
る
。�

・
受
益
者
負
担
金
徴
収
方
法
、
納
期
に
つ

　
い
て
は
、
現
行
の
と
お
り
。�

・
分
担
金
の
徴
収
猶
予
に
つ
い
て
は
、
現

　
行
の
と
お
り
。�

・
受
益
者
負
担
金
の
延
滞
金
、
督
促
、
滞

　
納
処
分
に
つ
い
て
は
、
現
行
の
と
お
り
。�

　
一
般
の
需
要
に
応
じ
て
、
水
道
に
よ
り
水

を
供
給
す
る
給
水
人
口
が
５，

０
０
１
人
以

上
の
事
業
を
上
水
道
事
業
と
い
い
ま
す
。�

　
ま
た
、
給
水
人
口
が
１
０
１
人
以
上
５，

０
０
０
人
以
下
の
事
業
を
簡
易
水
道
事
業
と

い
い
ま
す
。�

��

　
主
と
し
て
市
街
地
に
お
け
る
下
水
を
排
除

し
又
は
処
理
す
る
た
め
に
、
地
方
公
共
団
体

が
管
理
す
る
下
水
道
事
業
を
い
い
ま
す
。�

��

　
農
村
地
域
に
お
け
る
農
業
用
排
水
の
水
質

保
全
や
、
ト
イ
レ
の
水
洗
化
な
ど
生
活
環
境

を
改
善
す
る
た
め
に
排
水
処
理
施
設
（
下
水

道
）
を
整
備
す
る
事
業
で
す
。�

��

　
昭
和
四
十
二
年
の
羽
越
水
害
に
伴
う
家
屋

の
被
災
及
び
危
険
地
指
定
に
よ
り
集
団
移
転

対
象
者
向
け
に
建
設
さ
れ
た
黒
川
村
営
住
宅

を
い
い
ま
す
。�

��

　
特
定
優
良
賃
貸
住
宅
の
供
給
の
促
進
に
関

す
る
法
律
に
基
づ
き
地
方
公
共
団
体
が
建
設
・

管
理
す
る
中
堅
所
得
者
向
け
賃
貸
住
宅
を
い

い
ま
す
。�

上
水
道
事
業
・
簡
易
水
道
事
業�

農
集
住
宅�

特
定
公
共
賃
貸
住
宅�

農
業
集
落
排
水
事
業�

公
共
下
水
道
事
業�

用
語
解
説

用
語
解
説�

用
語
解
説

用
語
解
説�

用
語
解
説
⑥
⑵

　中条町では上水道事業として、主に荒川の表流水を取水し、

浄水過程を経て各家庭や工場へ配水しています。一方、黒川村

では２箇所の簡易水道事業により、胎内川に隣接する井戸から

くみ上げた水を利用し、各家庭や工場へ配水しています。こう

した供給形態の違いから、それにかかるコストが違い、水道料

金も異なっています。こうしたことから、水道料金を黒川村の

単価に合わせると中条町の水道事業会計が厳しくなり、また、

中条町の単価に合わせると黒川村の住民負担が年間平均で１万

数千円の増加が見込まれることから、現行どおりそれぞれの地

区で事業を行うという調整方針を決めています。�

上水道事業に関すること�
　　上（簡易）水道料金の調整�

家事用� 10m3� 1,700円� 1,200円�

営業用� 30m3� 5,300円� 3,800円�

官公署学校用� 50m3� 8,900円� 6,400円�

工場用�
100m3� 13,200円�

現行の�
とおり�

合併時に臨�
時用は廃止�

400m3� 74,000円�

病院用� 50m3� 10,300円� 10,300円�

一般用�

基本�
料金�

超過�
料金� 臨時用�

１m3��
につき�

180円� 130円�

260円�

用途� 水量� 中条町�
（上水道）�

黒川村�
（簡易水道）�

調整方針�
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◇
議
案
第
三
十
号�

「
各
種
事
務
事
業
の
取
扱
い
　
建
設
関
係

事
業
に
関
す
る
こ
と
（
そ
の
１
）
に
つ
い

て
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
確
認
）�

・
道
路
除
雪
に
つ
い
て
は
、
現
行
水
準
を

　
維
持
す
る
こ
と
と
し
、
新
市
に
お
い
て
、

　
除
雪
計
画
を
定
め
実
施
す
る
。�

�

◇
議
案
第
三
十
一
号�

「
各
種
事
務
事
業
の
取
扱
い
　
公
営
住
宅

に
関
す
る
こ
と
に
つ
い
て
」
　
（
確
認
）�

・
県
営
住
宅
の
募
集
・
管
理
等
事
務
に
つ

　
い
て
は
、
中
条
町
の
例
に
よ
る
。�

・
町
・
村
営
住
宅
の
募
集
事
務
等
に
つ
い

　
て
は
、
現
行
の
と
お
り
。�

・
町
・
村
営
住
宅
の
維
持
管
理
等
に
つ
い

　
て
は
、
合
併
時
に
中
条
町
の
例
に
よ
り

　
統
一
す
る
。�

・
町
・
村
設
住
宅
の
募
集
・
管
理
等
事
務

　
に
つ
い
て
は
、
合
併
時
に
中
条
町
の
例

　
に
よ
り
統
一
す
る
。�

・
農
集
住
宅
に
つ
い
て
は
、
黒
川
村
の
例

　
に
よ
る
。�

・
特
定
公
共
賃
貸
住
宅
の
募
集
・
管
理
等

　
事
務
に
つ
い
て
は
、
黒
川
村
の
例
に
よ

　
る
。�

・
住
宅
運
営
委
員
会
に
つ
い
て
は
、
合
併

　
時
に
中
条
町
の
例
に
よ
り
統
一
す
る
。

　
委
員
は
十
名
と
し
、
新
市
に
お
い
て
委

　
嘱
す
る
。�

�

◇
議
案
第
三
十
二
号�

「
使
用
料
・
手
数
料
等
の
取
扱
い
（
そ
の

３
）
に
つ
い
て
」
　
　
　
　
　
（
確
認
）�

・
県
営
住
宅
使
用
料
に
つ
い
て
は
、
中
条

　
町
の
例
に
よ
る
。�

・
町
・
村
営
住
宅
使
用
料
に
つ
い
て
は
、

　
両
町
村
で
差
異
が
な
い
た
め
現
行
の
と

　
お
り
。�

・
町
・
村
設
住
宅
使
用
料
に
つ
い
て
は
、

　
現
行
の
と
お
り
。
た
だ
し
、
免
除
規
定

　
は
中
条
町
の
例
に
よ
る
。�

・
農
集
住
宅
使
用
料
に
つ
い
て
は
、
黒
川

　
村
の
例
に
よ
る
。�

・
特
定
公
共
賃
貸
住
宅
使
用
料
に
つ
い
て

　
は
、
黒
川
村
の
例
に
よ
る
。�

・
北
町
駐
車
場
使
用
料
に
つ
い
て
は
、
黒

　
川
村
の
例
に
よ
る
。�

�

◇
議
案
第
三
十
六
号�

「
各
種
事
務
事
業
の
取
扱
い
　
環
境
衛
生

に
関
す
る
こ
と
（
そ
の
２
）
に
つ
い
て
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
確
認
）�

・
ご
み
の
手
数
料
免
除
に
つ
い
て
は
、
中

　
条
町
の
例
に
よ
り
統
一
す
る
。
合
併
年

　
度
は
現
行
の
と
お
り
。�

�

　
次
の
議
案
に
つ
い
て
は
、
今
回
提
案
説

明
が
あ
り
、
継
続
し
て
協
議
し
て
い
く
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。�

◇
議
案
第
三
十
三
号�

「
消
防
団
の
取
扱
い
に
つ
い
て
」
（
提
案
）�

◇
議
案
第
三
十
四
号�

「
各
種
事
務
事
業
の
取
扱
い
　
総
務
に
関

す
る
こ
と
に
つ
い
て
」
　
　
　
（
提
案
）�

◇
議
案
第
三
十
五
号�

「
各
種
事
務
事
業
の
取
扱
い
　
建
設
関
係

事
業
に
関
す
る
こ
と
（
そ
の
２
）
に
つ
い

て
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
提
案
）�

◇
議
案
第
三
十
七
号�

「
使
用
料
・
手
数
料
等
の
取
扱
い
（
そ
の

４
）
に
つ
い
て
」
　
　
　
　
　
（
提
案
）�

下水道事業に関すること 公共下水道（農業集落排水）料金の調整�

公共下水道�
使用料�

基本�
料金�

超過�
料金�

基本�
料金�

超過�
料金�

農業集落排水�
使用料�

10m3まで�

10m3を超え30m3まで�

30m3を超え50m3まで�

50m3を超え100m3まで�

100m3を超えるもの�

10m3まで�

10m3を超え30m3まで�

１m3��
につき�

１m3��
につき�

30m3を超え50m3まで�

50m3を超え100m3まで�

100m3を超えるもの�

1,500円�

160円�

170円�

180円�

190円�

1,500円�

160円�

170円�１m
3
��

につき�

1,300円�

160円�
180円�

190円�

現行の�
とおり�

　現行の�
　とおり�
平成20年度�
を目途に検�
討する�

水　　量� 中条町� 黒川村� 調整方針�

　町・村営住宅の家賃は、法令により毎年度、入居者
からの申告に基づく収入と、住宅の規模や建設時から
の経過年数などによって、次の計算式によって決定さ
れます。�

○家賃算定基礎額�
　入居者の収入に応じて段階的に家賃負担の基礎額を算定
　したもので国が毎年度定めます。�

○市町村立地係数�
　国が市町村ごとに設定します。（中条町・黒川村ともに0.7）�
○規模係数�
　住戸の床面積を70.0㎡で割った数値�
○経過年数係数�
　建設後の経過年数に応じて次の式により算出します。�
　　・木造以外の場合：１－0.0114×経過年数�
　　・木造の場合　　：１－0.0177×経過年数�
○利便性係数�
　住宅の立地条件及び浴槽の有無により、0.7～1.0の範囲
　で設定します。�

家賃＝家賃算定基礎額×市町村立地係数�
　　　×規模係数×経過年数係数×利便性係数�

【平成16年度の家賃算定基礎額】�

政 令 月 収 � 家賃算定基礎額�

0円～123,000円� 37,100円�

123,001円～153,000円� 45,000円�

153,001円～178,000円� 53,200円�

178,001円～200,000円� 61,400円�

200,001円～238,000円� 70,900円�

238,001円～268,000円� 81,400円�

町・村営住宅の家賃�
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募集期間　平成16年４月16日～平成16年５月17日�

応募総数  1,515件　　応募種類   282種�

応募方法別�

応募者性別�

応募者の地域�

応募者年齢�

中　条� 1,055

黒　川� 334

県　内� 76

県　外� 50

総　計� 1,515

10歳未満� 71

10代� 200

20代� 94

30代� 162

40代� 179

50代� 301

60代� 278

70代� 166

80代� 38

90代� 4

不明� 22

計� 1,515

882男�

1,262応募はがき�

124官製はがき�

99Ｅ メ ー ル �

23Ｆ　Ａ　Ｘ�

7封　　　書�

1,515計�

630

3

女�

不明�

1,515計�

男�
58.2％�

女�
41.6％�

不明�
0.2％�

中条�
69.9％�

黒川�
22.0％�

県内�
5.0％�

県外�
3.3％�

応募はがき�
83.3％�

官製はがき�
8.2％�

Eメール�
6.5％�

FAX�
1.5％� 封書�

0.5％�

10歳未満�
4.7％�

不明�
1.5％�

90代�
0.3％�

10代�
13.2％�

20代�
6.2％�

30代�
10.7％�

40代�
11.8％�50代�

19.9％�

60代�
18.3％�

70代�
11.0％�

80代�
2.5％�
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新市名ふりがな未記入による無効数�

１人２点以上応募による無効数�

新市名称候補選定結果�

１．応募有効数�

２．応募数上位（名称候補選定基準により、名称候補は応募数上位５点）�

応 募 数 �

無 効 数 �

有 効 数 �

1,515

64

29

1,422

候補� 1 胎内� たいない� 447 300 118 16 13

候補� 2 中条� なかじょう� 182 154 11 8 9

候補� 3 櫛形� くしがた� 77 66 8 1 2

候補� 4 たいない� たいない� 66 47 12 6 1

候補� 5 鳥坂� とっさか� 53 30 21 1 1

6 胎内川� たいないがわ� 33 22 9 1 1

7 中川� なかがわ� 31 26 4 0 1

8 くしがた� くしがた� 28 18 5 4 1

9 下越� かえつ� 23 19 4 0 0

10 北蒲原� きたかんばら� 22 15 5 1 1

11 なかじょう� なかじょう� 19 17 0 2 0

12 奥山� おくやま� 13 10 3 0 0

13 チューリップ� ちゅーりっぷ� 11 7 3 0 1

14 北越後� きたえちご� 10 5 1 1 3

15 とっさか� とっさか� 9 4 4 1 0

15 北越� ほくえつ� 9 4 3 1 1

17 羽越� うえつ� 8 5 2 1 0

18 飯豊� いいで� 7 2 5 0 0

18 新胎内� しんたいない� 7 7 0 0 0

順位� 市名（漢字）� 市名（かな）� 応募数�中条町�黒川村�県内�県外�



合併Ｑ&Ａ
合併Ｑ&Ａ

協議会を傍聴しませんか�

8

事務局では皆さんの�
貴重なご意見を�

お待ちしております。�

中条町・黒川村任意合併協議会事務局�

協議会を傍聴しませんか�

第９回任意合併協議会�
と　き　８月26日（木）�
　　　　午後２時から�
（受付：午後１時30分から）�
ところ　中条町産業文化会館�

　傍聴は原則どなたでもできますが、

座席は先着順とし満席の場合は、入

場をお断りすることがありますので、

あらかじめご容赦ください。�

　事前予約は不要です。当日直接会

場へお越しください。�

合併Ｑ&Ａ
　
　
「
合
併
す
れ
ば
、
80
億
の

　
　
合
併
特
例
債
が
使
え
る
。
」

と
は
ど
う
い
う
こ
と
で
す
か
？

合
併
特
例
債
と
は
何
で
す
か
？�

�
　
　
町
や
村
が
各
種
事
業
を
行

　
　
う
と
き
、
自
己
資
金
だ
け

で
は
ま
か
な
い
き
れ
な
い
場
合

に
借
金
を
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
が
こ
れ
を
起
債
と
い
い
ま
す
。�

　
起
債
に
は
、
そ
の
事
業
の
内

容
に
よ
っ
て
辺
地
債
や
、
過
疎

債
な
ど
多
く
の
種
類
が
あ
り
、

合
併
市
町
村
が
合
併
に
伴
い
特

に
必
要
と
な
る
事
業
に
充
て
ら

れ
る
の
が
合
併
特
例
債
で
す
。�

　
こ
の
合
併
特
例
債
は
、
他
の

起
債
よ
り
も
次
の
点
で
借
入
れ

が
有
利
と
な
っ
て
い
ま
す
。�

①
事
業
費
の
お
お
む
ね
95
％
ま

　
で
借
入
で
き
、�

②
そ
の
元
利
償
還
金
の
70
％
が

　
後
年
度
に
お
い
て
普
通
交
付

　
税
で
措
置
さ
れ
ま
す
。�

　
（
交
付
税
と
い
う
か
た
ち
で

　
国
が
後
年
度
負
担
す
る
）�

③
地
方
単
独
事
業
だ
け
で
な
く

　
国
庫
補
助
事
業
に
係
る
地
方

　
負
担
額
等
に
つ
い
て
も
充
て

　
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。�

　合併問題について、様々な意見や疑問が寄せ

られております。その代表的なものを取り上げ

ていきます。�

Ｑ�Ａ�

〒959-2693　中条町新和町2番10号（中条町役場内）�
TEL 0254-43-6327　 FAX 0254-43-6328�

E-mail　hokubugo@iplus.jp�
URL：http://www.town.nakajo.niigata.jp/gappei/

　
合
併
特
例
債
は
区
分
す
る
と
、

建
設
事
業
（
ハ
ー
ド
）
相
当
分

と
基
金
造
成
（
ソ
フ
ト
）
相
当

分
に
分
け
ら
れ
ま
す
。
ハ
ー
ド

分
の
借
入
限
度
額
を
試
算
す
る

と
、
約
80
・
９
億
、
ソ
フ
ト
分

は
11
・
４
億
と
算
定
さ
れ
ま
す
。�

　
合
併
特
例
債
は
新
た
な
地
域

づ
く
り
に
欠
か
せ
な
い
財
源
で

す
が
、
将
来
の
財
政
状
況
を
見

極
め
な
が
ら
、
事
業
を
進
め
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。�

【
対
象
事
業
・
例
】�

○
合
併
市
町
村
の
一
体
性
の
確
立
を
図
る
た

　
め
に
行
う
公
共
施
設
の
整
備
事
業
（
旧
町

　
村
相
互
間
の
道
路
整
備
等
）�

○
均
衡
あ
る
発
展
に
資
す
る
た
め
に
行
う
公

　
共
施
設
の
整
備�

○
合
併
市
町
村
の
建
設
を
総
合
的
か
つ
効
果

　
的
に
推
進
す
る
た
め
に
行
う
公
共
的
施
設

　
の
統
合
整
備
事
業
（
類
似
の
目
的
を
有
す

　
る
公
共
的
施
設
を
統
合
す
る
事
業
）�

○
合
併
市
町
村
の
地
域
住
民
の
連
帯
の
強
化

　
又
は
旧
町
村
の
区
域
に
お
け
る
地
域
振
興

　
等
の
た
め
に
設
け
ら
れ
る
基
金
の
積
立
て�

　
（
各
種
イ
ベ
ン
ト
、
民
間
団
体
へ
の
助
成
、

　
伝
統
文
化
伝
承
事
業
、
商
店
街
活
性
化
対

　
策
等
）�

合併市町村のまちづくりのための建設事業に対する合併特例債�

　標準全体事業費　約８５.２億円�
　　・借入限度額（国）（95％）　　　８０.９億円�
　　（普通交付税算入額　　　　　　　５６.６億円）�
　　・地域づくり資金貸付（県）（５％）　４.３億円�

合併市町村の振興のための基金造成に対する合併特例債�

　標準規模の上限　約１２億円�
　　・借入限度額（国）（95％）　　　１１.４億円�
　　（普通交付税算入額　　　　　　　　８.０億円）�
　　・地域づくり資金貸付（県）（５％）　０.６億円�

※この数値は平成12年度国勢調査人口をベースに概算しています。�

全体事業費�

元利償還金�

95％ 合併特例債借入限度額�

70％ 普通交付税� 30％ 一般財源�

5％※県地域づくり�
　　　資金�

※県地域づくり資金�
　合併特例債を充当する事業に対して、新潟県地域�
づくり資金を上乗せして借り入れることが可能。充�
当率５％、10年（うち措置２年）、無利子の貸付条件。�


